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　４月で開業１００年を迎えたＪＲ烏山線。「鉄道の日」である10月14日（土）には、烏山駅前広場を
メイン会場に烏山線開業１００周年を祝う催しが開かれ、たくさんの人でにぎわいました。
    今月号では、記念イベントの様子をお伝えします。

　４月で開業１００年を迎えたＪＲ烏山線。「鉄道の日」である10月14日（土）には、烏山駅前広場を
メイン会場に烏山線開業１００周年を祝う催しが開かれ、たくさんの人でにぎわいました。
    今月号では、記念イベントの様子をお伝えします。

　

本
号
で
は
、こ
れ
ま
で
に
庁
舎
整
備
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
お
伝
え
し
た
こ
と
も
含

め
、第
１
回
か
ら
第
６
回
ま
で
の
委
員
会
で
の
検
討
内
容
を
振
り
返
り
な
が
ら
、候
補

地
が
３
箇
所
に
絞
り
込
ま
れ
た
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。

烏山線敷設に尽力した（故）川俣英
夫氏、（故）髙田耘平氏、（故）新井萬
吉氏に感謝状が贈呈され、ご子孫
の皆さんに手渡されました（写真
左）。また、サプライズとして烏山
線にも感謝状が贈呈され、東日本
旅客鉄道（株）の森明大宮支社長に
贈られました（写真右）。

災害ボランティアチーム龍ＪＩＮが「未来の
烏山線アキュムと私たちの那須烏山市」を
テーマに作品を募集。市内の児童から457
点の応募があり、70人が入賞しました。
市長賞に石原りみさん（烏山小５年）、副市長
賞に伊藤穂純さん（荒川小６年）、教育長賞に
齋藤大貴さん（烏山小６年）、ＪＲ特別賞に雫
礼央人さん（荒川小５年）が選ばれ、川俣純子
市長らから表彰状を受け取りました。

アキュム絵画コンテスト表彰アキュム絵画コンテスト表彰
「銀河鉄道999」を両校合同で演奏。来場者
は美しい音色に聴き入っていました。

烏山高校・南那須中吹奏楽部烏山高校・南那須中吹奏楽部

市職員の有志によるバンド演奏。今回が初
ステージでしたが、「銀河鉄道999」と「ルパ
ン三世のテーマ」で会場を盛り上げました。

なすかぱらだいすオーケストラなすかぱらだいすオーケストラ

「毘沙門天」など３曲を演奏し、迫力満点の
太鼓の音を響かせました。

ふるさと太鼓保存会ふるさと太鼓保存会

感謝状贈呈感謝状贈呈

ＪＲ烏山線開業１００周年を
みんなでお祝いしました！
ＪＲ烏山線開業１００周年を
みんなでお祝いしました！

新
庁
舎
の
候
補
地
が

３
箇
所
に
絞
り
込
ま
れ
ま
し
た

第
６
回
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催

■現庁舎の現状と課題
烏山庁舎 南那須庁舎 保健福祉センター 水道庁舎

総合政策課、まちづくり課、
総務課、税務課、市民課、
商工観光課、会計課

市民課南那須分室、
農政課、都市建設課、
教育委員会、議会事務局

健康福祉課、こども課 上下水道課

財源は、庁舎整備基金や市有
施設整備基金をはじめ、令和
４年度末時点で「40億円＋
α」を確保しています。
※＋αとは、合併特例債（約
10億円）、財政調整基金
（約27億円）を
指します。

・未耐震、老朽化
・エレベータ未設置など
バリアフリー不十分
・非常用電源設備未整備

・未耐震、老朽化
・エレベータ未設置など
バリアフリー不十分
・非常用電源設備未整備

・施設の長寿命化
・非常用電源設備からの
供給が限定的

・新耐震構造だが老朽化
・現庁舎及び隣接浄水場の
豪雨時における浸水対策

2,039㎡（2階建+塔屋） 3,026㎡（3階建） 3,076㎡（1階建） 498㎡（2階建）

昭和36年築
（47年、61年増築）

築後62年

昭和51年築
築後47年

平成12年築（新耐震）
築後23年

平成5年築（新耐震）
築後30年

庁
舎
整
備
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．７

　

現
庁
舎
の
現
状
や
課
題
を
再
認
識
し
た

う
え
で
、
新
庁
舎
の
整
備
の
必
要
性
に
つ

い
て
議
論
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

□
現
庁
舎
の
課
題

　

烏
山
庁
舎
と
南
那
須
庁
舎
は
、
耐
震
性

の
不
足
に
よ
り
震
度
６
を
超
え
る
大
地
震

の
際
、
倒
壊
ま
た
は
崩
落
す
る
危
険
性
が

高
い
。

□
な
ぜ
、
新
築
が
必
要
？

　

現
庁
舎
の
改
修
・
補
修
補
強
で
は
、
耐

震
化
の
確
実
性
が
な
い
な
ど
、
十
分
な
課

題
解
決
が
困
難
。
ま
た
、
改
修
し
た
と
し

て
も
、
近
い
将
来
に
は
、
新
築
建
て
替
え

が
必
要
。

■
確
認
し
た
内
容

・「
防
災
」
お
よ
び
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
拠

点
と
な
る
庁
舎
整
備
は
、
そ
の
他
公
共

施
設
と
の
複
合
化
を
視
野
に
新
築
整
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
数
十
年
先
の
未
来
を
見
据
え
た
「
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
」
と
連
携
し
た
一
体
的

な
庁
舎
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
１
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、「
今
後
の
庁
舎
方
式
の
あ
り
方
」
等

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

□
今
後
の
庁
舎
方
式

　

合
併
以
降
、
暫
定
的
に
採
用
し
て
い
た

「
分
庁
方
式
」
は
多
く
の
弊
害
が
あ
る
。

□
庁
舎
整
備
の
場
所

　

都
市
機
能
と
の
連
携
、
効
率
性
、
交
通

ア
ク
セ
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

□
地
域
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能

　

住
民
の
利
便
性
へ
の
配
慮
や
、
有
事
の

際
に
も
機
能
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
確
認
し
た
内
容

・
原
則
、
１
箇
所
に
庁
舎
を
集
約
す
る
本

庁
方
式
が
望
ま
し
い
。

・
新
本
庁
舎
は
、
烏
山
地
区
に
新
築
で
整

備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
南
那
須
地
区
に
は
、地
域
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

が
効
率
的
。

■
確
認
し
た
内
容

・
水
道
庁
舎
は
、
浸
水
対
策
を
含
む
改
修

を
行
っ
た
う
え
で
、
今
後
も
現
在
の
場

所
で
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
新
庁
舎
の
規
模
は
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
最
大
限
利
用
し
た
案（
延
べ
床
面
積
概
ね

５
，
７
０
０
㎡
）が
望
ま
し
い
。

・
駐
車
場
面
積
は
、
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
職
員
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
含

め
再
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　

第
３
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、
駐
車
場
面
積
を
再
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
再
算
定
し
ま
し
た
。

□
駐
車
場
面
積

　

非
常
時
の
迅
速
な
対
応
を
見
据
え
、
来

庁
者
用
駐
車
場
は
、
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
職
員
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

■
確
認
し
た
内
容

・
駐
車
場
面
積
は
、
４
，
０
０
０
㎡
と
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
職
員
駐
車
場
は
、
近
接
敷
地
の
利
活
用

も
視
野
に
、
基
本
構
想
と
は
別
に
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
必
要
敷
地
面
積
は
、
２
階
建
て
で
７
，

５
３
５
㎡
、
３
階
建
て
で
６
，
４
９
０

㎡
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

第
４
回
委
員
会
で
は
、
事
務
局
が
抽
出

し
た
９
箇
所
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
客
観

的
な
基
準
に
よ
る
評
価（
１
次
評
価
）を
行
い

５
箇
所
に
絞
り
込
み
、
現
地
調
査
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
委
員
か
ら
１

箇
所
の
候
補
地
の
追
加
提
案
が
あ
り
、
第

５
回
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

第
５
回
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら
追
加

提
案
の
あ
っ
た
１
箇
所
に
つ
い
て
１
次
評

価
を
行
っ
た
結
果
、
現
地
調
査
の
対
象
に

加
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
計
６
箇
所
の

候
補
地
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
各

候
補
地
の
状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
６
回
委
員
会
で
は
、
６
箇
所
の
候
補

地
に
つ
い
て
、「
総
合
計
画
と
の
整
合
」「
利

便
性
」
等
の
項
目
に
つ
い
て
の
各
委
員
の

知
見
に
よ
る
評
価（
２
次
評
価
）を
行
い
、
３

箇
所
の
候
補
地
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
候
補
地
選
定
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※

第
４
回
〜
第
６
回
の
委
員
会
は
、
非
公

開
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
新

庁
舎
の
候
補
地
は
民
有
地
を
含
ん
で
お
り
、

個
人
情
報
保
護
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
各
委
員
の
自
由
闊
達
な
意
見
交
換

を
担
保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

・
烏
山
庁
舎
お
よ
び
南
那
須
庁
舎
は
、
本

庁
舎
移
転
後
に
解
体
撤
去
し
、
跡
地
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
利
活

用
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
避
難
所

機
能
を
兼
ね
た
運
用
が
望
ま
し
い
。

・
水
道
庁
舎
は
、
本
庁
舎
へ
集
約
す
る
か
、

現
在
の
場
所
で
存
続
さ
せ
る
か
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。

　

第
２
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、
水
道
庁
舎
の
利
活
用
を
再
整
理
し
た

ほ
か
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
の
規
模
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

□
水
道
庁
舎
の
利
活
用
を
再
整
理

　

庁
舎
が
離
れ
て
い
て
も
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を

活
用
し
災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
が
可

能
。
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る
た
め
に

も
、
浸
水
対
策
が
必
要
。

□
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

　

南
那
須
地
区
に
お
け
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本
庁
舎
に

な
く
て
も
別
な
場
所
で
運
営
が
可
能
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
少
な
い
組
織

と
し
て
、
教
育
委
員
会
を
配
置
す
る
こ
と

第
１
回　

現
庁
舎
の
現
状
お
よ
び
新
庁

　
　
　
　

舎
整
備
の
必
要
性

第
２
回　

今
後
の
庁
舎
方
式
の
あ
り
方
等

第
４
回　

駐
車
場
面
積
の
再
想
定

第
３
回　

水
道
庁
舎
の
利
活
用

　
　
　
　

新
庁
舎
の
規
模
の
想
定

第
４
回
〜
第
６
回

　
　
　
　

新
庁
舎
の
候
補
地
の
選
定

▲第１回委員会の様子

か
っ
た
つ
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α」を確保しています。
※＋αとは、合併特例債（約
10億円）、財政調整基金
（約27億円）を
指します。

・未耐震、老朽化
・エレベータ未設置など
バリアフリー不十分
・非常用電源設備未整備

・未耐震、老朽化
・エレベータ未設置など
バリアフリー不十分
・非常用電源設備未整備

・施設の長寿命化
・非常用電源設備からの
供給が限定的

・新耐震構造だが老朽化
・現庁舎及び隣接浄水場の
豪雨時における浸水対策

2,039㎡（2階建+塔屋） 3,026㎡（3階建） 3,076㎡（1階建） 498㎡（2階建）

昭和36年築
（47年、61年増築）

築後62年

昭和51年築
築後47年

平成12年築（新耐震）
築後23年

平成5年築（新耐震）
築後30年

庁
舎
整
備
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．７

　

現
庁
舎
の
現
状
や
課
題
を
再
認
識
し
た

う
え
で
、
新
庁
舎
の
整
備
の
必
要
性
に
つ

い
て
議
論
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

□
現
庁
舎
の
課
題

　

烏
山
庁
舎
と
南
那
須
庁
舎
は
、
耐
震
性

の
不
足
に
よ
り
震
度
６
を
超
え
る
大
地
震

の
際
、
倒
壊
ま
た
は
崩
落
す
る
危
険
性
が

高
い
。

□
な
ぜ
、
新
築
が
必
要
？

　

現
庁
舎
の
改
修
・
補
修
補
強
で
は
、
耐

震
化
の
確
実
性
が
な
い
な
ど
、
十
分
な
課

題
解
決
が
困
難
。
ま
た
、
改
修
し
た
と
し

て
も
、
近
い
将
来
に
は
、
新
築
建
て
替
え

が
必
要
。

■
確
認
し
た
内
容

・「
防
災
」
お
よ
び
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
拠

点
と
な
る
庁
舎
整
備
は
、
そ
の
他
公
共

施
設
と
の
複
合
化
を
視
野
に
新
築
整
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
数
十
年
先
の
未
来
を
見
据
え
た
「
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
」
と
連
携
し
た
一
体
的

な
庁
舎
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
１
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、「
今
後
の
庁
舎
方
式
の
あ
り
方
」
等

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

□
今
後
の
庁
舎
方
式

　

合
併
以
降
、
暫
定
的
に
採
用
し
て
い
た

「
分
庁
方
式
」
は
多
く
の
弊
害
が
あ
る
。

□
庁
舎
整
備
の
場
所

　

都
市
機
能
と
の
連
携
、
効
率
性
、
交
通

ア
ク
セ
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

□
地
域
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能

　

住
民
の
利
便
性
へ
の
配
慮
や
、
有
事
の

際
に
も
機
能
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
確
認
し
た
内
容

・
原
則
、
１
箇
所
に
庁
舎
を
集
約
す
る
本

庁
方
式
が
望
ま
し
い
。

・
新
本
庁
舎
は
、
烏
山
地
区
に
新
築
で
整

備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
南
那
須
地
区
に
は
、地
域
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

が
効
率
的
。

■
確
認
し
た
内
容

・
水
道
庁
舎
は
、
浸
水
対
策
を
含
む
改
修

を
行
っ
た
う
え
で
、
今
後
も
現
在
の
場

所
で
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
新
庁
舎
の
規
模
は
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
最
大
限
利
用
し
た
案（
延
べ
床
面
積
概
ね

５
，
７
０
０
㎡
）が
望
ま
し
い
。

・
駐
車
場
面
積
は
、
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
職
員
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
含

め
再
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　

第
３
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、
駐
車
場
面
積
を
再
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
再
算
定
し
ま
し
た
。

□
駐
車
場
面
積

　

非
常
時
の
迅
速
な
対
応
を
見
据
え
、
来

庁
者
用
駐
車
場
は
、
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
職
員
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

■
確
認
し
た
内
容

・
駐
車
場
面
積
は
、
４
，
０
０
０
㎡
と
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
職
員
駐
車
場
は
、
近
接
敷
地
の
利
活
用

も
視
野
に
、
基
本
構
想
と
は
別
に
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
必
要
敷
地
面
積
は
、
２
階
建
て
で
７
，

５
３
５
㎡
、
３
階
建
て
で
６
，
４
９
０

㎡
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

第
４
回
委
員
会
で
は
、
事
務
局
が
抽
出

し
た
９
箇
所
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
客
観

的
な
基
準
に
よ
る
評
価（
１
次
評
価
）を
行
い

５
箇
所
に
絞
り
込
み
、
現
地
調
査
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
委
員
か
ら
１

箇
所
の
候
補
地
の
追
加
提
案
が
あ
り
、
第

５
回
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

第
５
回
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら
追
加

提
案
の
あ
っ
た
１
箇
所
に
つ
い
て
１
次
評

価
を
行
っ
た
結
果
、
現
地
調
査
の
対
象
に

加
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
計
６
箇
所
の

候
補
地
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
各

候
補
地
の
状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
６
回
委
員
会
で
は
、
６
箇
所
の
候
補

地
に
つ
い
て
、「
総
合
計
画
と
の
整
合
」「
利

便
性
」
等
の
項
目
に
つ
い
て
の
各
委
員
の

知
見
に
よ
る
評
価（
２
次
評
価
）を
行
い
、
３

箇
所
の
候
補
地
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
候
補
地
選
定
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※

第
４
回
〜
第
６
回
の
委
員
会
は
、
非
公

開
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
新

庁
舎
の
候
補
地
は
民
有
地
を
含
ん
で
お
り
、

個
人
情
報
保
護
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
各
委
員
の
自
由
闊
達
な
意
見
交
換

を
担
保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

・
烏
山
庁
舎
お
よ
び
南
那
須
庁
舎
は
、
本

庁
舎
移
転
後
に
解
体
撤
去
し
、
跡
地
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
利
活

用
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
避
難
所

機
能
を
兼
ね
た
運
用
が
望
ま
し
い
。

・
水
道
庁
舎
は
、
本
庁
舎
へ
集
約
す
る
か
、

現
在
の
場
所
で
存
続
さ
せ
る
か
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。

　

第
２
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、
水
道
庁
舎
の
利
活
用
を
再
整
理
し
た

ほ
か
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
の
規
模
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

□
水
道
庁
舎
の
利
活
用
を
再
整
理

　

庁
舎
が
離
れ
て
い
て
も
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を

活
用
し
災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
が
可

能
。
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る
た
め
に

も
、
浸
水
対
策
が
必
要
。

□
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

　

南
那
須
地
区
に
お
け
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本
庁
舎
に

な
く
て
も
別
な
場
所
で
運
営
が
可
能
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
少
な
い
組
織

と
し
て
、
教
育
委
員
会
を
配
置
す
る
こ
と

第
１
回　

現
庁
舎
の
現
状
お
よ
び
新
庁

　
　
　
　

舎
整
備
の
必
要
性

第
２
回　

今
後
の
庁
舎
方
式
の
あ
り
方
等

第
４
回　

駐
車
場
面
積
の
再
想
定

第
３
回　

水
道
庁
舎
の
利
活
用

　
　
　
　

新
庁
舎
の
規
模
の
想
定

第
４
回
〜
第
６
回

　
　
　
　

新
庁
舎
の
候
補
地
の
選
定

▲第１回委員会の様子

か
っ
た
つ

3 広報なすからすやま 2023.12
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情
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ま
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か
ど
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ポ
ー
ト
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知
ら
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市
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及
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発

特
集



候
補
地
選
定
の
プ
ロ
セ
ス

　

第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
烏
山
市
街
地

を
新
本
庁
舎
等
の
行
政
機
能
を
含
め
た
都

市
機
能
を
誘
導
す
る
「
都
市
活
動
拠
点
エ

リ
ア
」
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
一

部
の
市
議
会
議
員
か
ら
は
、
神
長
地
区
も

候
補
地
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
か
ら
概
ね
２
㎞
圏
内
を

候
補
地
抽
出
エ
リ
ア
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

抽
出
エ
リ
ア
の
中
か
ら
、
本
庁
舎
や
そ

の
他
公
共
施
設
の
整
備
に
必
要
な
一
団
の

土
地
と
し
て
確
保
が
可
能
な
候
補
地
と
し

て
、
事
務
局
が
抽
出
し
た
９
箇
所
に
、
委

員
か
ら
追
加
提
案
の
あ
っ
た
１
箇
所
を
加

え
た
10
箇
所
を
抽
出
し
ま
し
た
。

❶
烏
山
庁
舎
、
❷
烏
山
図
書
館
周
辺
、
❸

中
央
公
園
、
❹
山
あ
げ
会
館
周
辺
、
❺
金

井
一
丁
目
地
内
、
❻
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
、

❼
す
く
す
く
保
育
園
周
辺
、
❽
那
須
烏
山

消
防
署
周
辺
、
❾
市
営
神
長
住
宅
周
辺
、

県
立
烏
山
高
等
産
業
技
術
学
校
跡
地
周
辺

　

敷
地
面
積
が
足
り
る
か
、
建
築
基
準
法

に
よ
る
土
地
利
用
等
の
制
限
に
該
当
し
な

い
か
、
敷
地
内
に
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア

に
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
が
あ
る
か
等
、
客

観
的
な
基
準
に
よ
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
６
箇
所
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
の
う
え
、
２
次
評
価
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

❸
中
央
公
園
、
❺
金
井
一
丁
目
地
内
、
❻

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
、
❼
す
く
す
く
保
育
園

周
辺
、
❾
市
営
神
長
住
宅
周
辺
、

県
立

烏
山
高
等
産
業
技
術
学
校
跡
地
周
辺

　

６
箇
所
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
に
よ
る

状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
次
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
５
項

目
の
視
点
に
基
づ
き
、
各
委
員
に
よ
る
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
の
整
合（
都
市
活
動
拠
点
エ
リ
ア

の
形
成
に
寄
与
す
る
か
）

利
便
性（
都
市
機
能
や
他
の
官
公
署
と
の
近
接
状

況
、
道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
性
）

経
済
性（
工
事
に
要
す
る
期
間
お
よ
び
事
業
費
）

実
現
性（
現
地
調
査
等
に
基
づ
く
土
地
利
用
上
の

制
約
）

将
来
性（
本
市
に
お
け
る
課
題
解
決
の
実
現
、
そ

の
他
公
共
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
効
率
化
）

　

そ
の
結
果
、
重
要
視
す
べ
き
と
の
回
答

が
多
か
っ
た
「
総
合
計
画
と
の
整
合
」

「
利
便
性
」
「
将
来
性
」
の
視
点
や
、
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
総
合
的
な
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
３
箇
所
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

❸
中
央
公
園

❺
金
井
一
丁
目
地
内

❻
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺

■
委
員
か
ら
の
意
見

・
地
方
自
治
法
第
４
条
第
２
項（
地
方
公
共
団

体
の
事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ
う
に
、
交
通
の
事

情
、
他
の
官
公
署
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
適
当
な
考

慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）の
規
定
を
十
分

に
踏
ま
え
、
利
便
性
や
将
来
性
を
第
一

に
考
え
た
候
補
地
選
定
が
必
要
。
そ
の

後
に
行
う
候
補
地
の
更
な
る
絞
り
込
み

に
際
し
て
は
、
経
済
性
や
実
現
性
の
視

点
が
重
要
に
な
る
。

・
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
存
続
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
は
本
市
に
お
け
る
喫
緊
の
課

題
。
国
が
推
進
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
や
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必
要
だ
。

・
庁
舎
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
公
共
施
設

を
含
め
た
「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
を
描
い
た
う
え
で
合
意
形

成
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
公
共
施

設
再
編
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
な
が
ら
、
答
申
と
し
て
ま
と
め

て
い
く
べ
き
で
、
丁
寧
に
進
め
た
方
が

良
い
。

　

今
後
は
、
３
候
補
地
の
経
済
性
や
実
現

性
を
精
査
し
な
が
ら
、
基
本
構
想（
素
案
）の

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
公
共

施
設
の
再
編
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

抽
出
エ
リ
ア
の
設
定

1.
候
補
地
の
抽
出

2.

１
次
評
価（
第
４
回
委
員
会
）

3.
現
地
調
査（
第
５
回
委
員
会
）

4.

２
次
評
価（
第
６
回
委
員
会
）

5.

▲現地調査の様子

　庁舎整備検討委員会の会議資料や会議録、庁舎整備ニュースレターのバックナン
バーは、市ホームページで確認できます。また、庁舎整備に関するご意見については、
住所・氏名・連絡先をご記入のうえ、メールで下記あてお送りください。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

■候補地に関するデータ一覧（抜粋）

面積
（災害警戒
区域を除く）

土地所有

利便性

市有地

約19,500㎡
（約15,600㎡） 約7,400㎡ 約13,400㎡

民有地 市有地および民有地

❸中央公園 ❺金井一丁目地内 ❻ＪＲ烏山駅周辺

総合計画
との整合

将来性

▲市ホームページ

候補地  位置図▶候補地  位置図▶

アクセス道路が整備されれば、
ＪＲ烏山駅～那須南病院～烏山
高校を結ぶ南北の都市ネット
ワークが形成され、利便性が向
上するとともに、回遊性の高い
市街地形成が期待される。

ＪＲ烏山駅や山あげ会館、商工
会に近接するほか、周辺は商業
施設等も集積しているため、コ
ンパクトシティの形成が期待さ
れる。

ＪＲ烏山駅を中核とした都市計
画事業を展開することで、周辺
の再整備をはじめ、その他公共
施設の集約化が期待される。ま
た、ＪＲ烏山線の存続に寄与す
ることが期待される。

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅から約1.2km
最寄りのバス停から約120m

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅から約0.5km
最寄りのバス停から約270m

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅が隣接
最寄りのバス停が隣接

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

(１)(２)(３)(４)(５)
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候
補
地
選
定
の
プ
ロ
セ
ス

　

第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
烏
山
市
街
地

を
新
本
庁
舎
等
の
行
政
機
能
を
含
め
た
都

市
機
能
を
誘
導
す
る
「
都
市
活
動
拠
点
エ

リ
ア
」
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
一

部
の
市
議
会
議
員
か
ら
は
、
神
長
地
区
も

候
補
地
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
か
ら
概
ね
２
㎞
圏
内
を

候
補
地
抽
出
エ
リ
ア
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

抽
出
エ
リ
ア
の
中
か
ら
、
本
庁
舎
や
そ

の
他
公
共
施
設
の
整
備
に
必
要
な
一
団
の

土
地
と
し
て
確
保
が
可
能
な
候
補
地
と
し

て
、
事
務
局
が
抽
出
し
た
９
箇
所
に
、
委

員
か
ら
追
加
提
案
の
あ
っ
た
１
箇
所
を
加

え
た
10
箇
所
を
抽
出
し
ま
し
た
。

❶
烏
山
庁
舎
、
❷
烏
山
図
書
館
周
辺
、
❸

中
央
公
園
、
❹
山
あ
げ
会
館
周
辺
、
❺
金

井
一
丁
目
地
内
、
❻
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
、

❼
す
く
す
く
保
育
園
周
辺
、
❽
那
須
烏
山

消
防
署
周
辺
、
❾
市
営
神
長
住
宅
周
辺
、

県
立
烏
山
高
等
産
業
技
術
学
校
跡
地
周
辺

　

敷
地
面
積
が
足
り
る
か
、
建
築
基
準
法

に
よ
る
土
地
利
用
等
の
制
限
に
該
当
し
な

い
か
、
敷
地
内
に
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア

に
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
が
あ
る
か
等
、
客

観
的
な
基
準
に
よ
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
６
箇
所
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
の
う
え
、
２
次
評
価
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

❸
中
央
公
園
、
❺
金
井
一
丁
目
地
内
、
❻

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
、
❼
す
く
す
く
保
育
園

周
辺
、
❾
市
営
神
長
住
宅
周
辺
、

県
立

烏
山
高
等
産
業
技
術
学
校
跡
地
周
辺

　

６
箇
所
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
に
よ
る

状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
次
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
５
項

目
の
視
点
に
基
づ
き
、
各
委
員
に
よ
る
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
の
整
合（
都
市
活
動
拠
点
エ
リ
ア

の
形
成
に
寄
与
す
る
か
）

利
便
性（
都
市
機
能
や
他
の
官
公
署
と
の
近
接
状

況
、
道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
性
）

経
済
性（
工
事
に
要
す
る
期
間
お
よ
び
事
業
費
）

実
現
性（
現
地
調
査
等
に
基
づ
く
土
地
利
用
上
の

制
約
）

将
来
性（
本
市
に
お
け
る
課
題
解
決
の
実
現
、
そ

の
他
公
共
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
効
率
化
）

　

そ
の
結
果
、
重
要
視
す
べ
き
と
の
回
答

が
多
か
っ
た
「
総
合
計
画
と
の
整
合
」

「
利
便
性
」
「
将
来
性
」
の
視
点
や
、
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
総
合
的
な
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
３
箇
所
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

❸
中
央
公
園

❺
金
井
一
丁
目
地
内

❻
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺

■
委
員
か
ら
の
意
見

・
地
方
自
治
法
第
４
条
第
２
項（
地
方
公
共
団

体
の
事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ
う
に
、
交
通
の
事

情
、
他
の
官
公
署
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
適
当
な
考

慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）の
規
定
を
十
分

に
踏
ま
え
、
利
便
性
や
将
来
性
を
第
一

に
考
え
た
候
補
地
選
定
が
必
要
。
そ
の

後
に
行
う
候
補
地
の
更
な
る
絞
り
込
み

に
際
し
て
は
、
経
済
性
や
実
現
性
の
視

点
が
重
要
に
な
る
。

・
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
存
続
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
は
本
市
に
お
け
る
喫
緊
の
課

題
。
国
が
推
進
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
や
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必
要
だ
。

・
庁
舎
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
公
共
施
設

を
含
め
た
「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
を
描
い
た
う
え
で
合
意
形

成
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
公
共
施

設
再
編
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
な
が
ら
、
答
申
と
し
て
ま
と
め

て
い
く
べ
き
で
、
丁
寧
に
進
め
た
方
が

良
い
。

　

今
後
は
、
３
候
補
地
の
経
済
性
や
実
現

性
を
精
査
し
な
が
ら
、
基
本
構
想（
素
案
）の

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
公
共

施
設
の
再
編
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

抽
出
エ
リ
ア
の
設
定

1.
候
補
地
の
抽
出

2.

１
次
評
価（
第
４
回
委
員
会
）

3.
現
地
調
査（
第
５
回
委
員
会
）

4.

２
次
評
価（
第
６
回
委
員
会
）

5.

▲現地調査の様子

　庁舎整備検討委員会の会議資料や会議録、庁舎整備ニュースレターのバックナン
バーは、市ホームページで確認できます。また、庁舎整備に関するご意見については、
住所・氏名・連絡先をご記入のうえ、メールで下記あてお送りください。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

■候補地に関するデータ一覧（抜粋）

面積
（災害警戒
区域を除く）

土地所有

利便性

市有地

約19,500㎡
（約15,600㎡） 約7,400㎡ 約13,400㎡

民有地 市有地および民有地

❸中央公園 ❺金井一丁目地内 ❻ＪＲ烏山駅周辺

総合計画
との整合

将来性

▲市ホームページ

候補地  位置図▶候補地  位置図▶

アクセス道路が整備されれば、
ＪＲ烏山駅～那須南病院～烏山
高校を結ぶ南北の都市ネット
ワークが形成され、利便性が向
上するとともに、回遊性の高い
市街地形成が期待される。

ＪＲ烏山駅や山あげ会館、商工
会に近接するほか、周辺は商業
施設等も集積しているため、コ
ンパクトシティの形成が期待さ
れる。

ＪＲ烏山駅を中核とした都市計
画事業を展開することで、周辺
の再整備をはじめ、その他公共
施設の集約化が期待される。ま
た、ＪＲ烏山線の存続に寄与す
ることが期待される。

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅から約1.2km
最寄りのバス停から約120m

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅から約0.5km
最寄りのバス停から約270m

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅が隣接
最寄りのバス停が隣接

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

(１)(２)(３)(４)(５)
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